
○農とアートで世界に発信し、地域ぐるみで「持続可能な農泊」の基盤を整え、交流のさかんなまちづくりへ
○市民、企業が主体となり、行政と連携を図りながら、市の将来像「食・農・アートが響き合うまち」を目指します
○交通アクセス、情報発信の体制を整え、「やさしい日本語」やＩＴ活動で外国人にやさしいまちとなります。

びばい食農アートまちづくり推進協議会 〔北海道美唄市〕
び ば い し

【実施体制】北海道美唄市

【採 択 年 度】
令和元年度

【事業実施期間】
令和元～２年度

【取組内容】

【特徴的な取組】

○ 閉校した小学校を再生した野外彫刻美術館を芸術文化
交流施設として活用した芸術体験プログラム

○ 農家の暮らしにふれたりサイクリングで農村風景を楽し
むなど柔軟なプラン

○ 地域の食農アート関係者が協働する拠点（準備中）

中心的な役割
を担う団体

宿泊
部門

食事
部門

体験・交流
部 門

その他

びばい食農アートまちづくり推進協議会
（事業実施主体）

・認定ＮＰＯ法人
アルテピアッツァ
びばい

・㈱美唄自動
車学校（2020
年春HOTEL 
BIJIKO開業）

・カフェ
アルテ

・ＪＡびばい
・体験工房よ
～いＤＯＮ

盛んな米づくり

○インバウンド対応へ向けた取組や目標
「やさしい日本語」の取り組みをふまえたガイドの養成、ＡＩ翻訳
機によるきめ細かなコミュニケーションツールの配置

○モニタ－ツアーの実施計画
ワークショップの成果を活かしたツアープランを作成し、有識者、
外国人のモニターツアーで検証をおこなう。あわせて地域住民
が地域資源の価値の再発見の機会とする

○体験プログラム数の開発内容
海外からの教育旅行、学会エクスカーションなどの機会をとらえ
て体験プログラムを実施し、利用者からのフィードバックを受け
る。

○マーケティングに係る取組内容
ホテル開業に向けた海外マーケティング

安田侃彫刻美術館
アルテピアッツァ美唄
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